
昨
年
５
月
の

滋
賀
県
大
津

市
皇
子
山
球

場
の
応
援
ツ

ア
ー
に
続
い

て
、
平
成
26

年
春
季
リ
ー

グ
第
３
節
の
、

ほ
っ
と
も
っ

と
フ
ィ
ー
ル

ド
神
戸
で
行

わ
れ
ま
し
た

神
戸
学
院
大

学
VS
大
阪
経

済
大
学
の
試

合
観
戦
に
行

き
ま
し
た
。

当
日
は
好
天

に
恵
ま
れ
、

絶
好
の
野
球

日
和
で
し
た
。

試
合
は
、
残

念
な
が
ら
、
０
対
４
で

負
け
ま
し
た
が
、
東
播

磨
支
部
の
応
援
が
功
を

奏
し
た
の
か
？
翌
日
・

翌
々
日
と
勝
利
し
、
勝

ち
点
を
獲
得
し
ま
し
た
。

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ク

ラ
ブ
の
可
愛
ら
し
い
応

援
は
華
が
あ
り
、
野
球

部
は
そ
の
応
援
に
応
え

ら
れ
ず
に
、
敗
戦
し
ま

し
た
。
昭
和
30
年
代
か

ら
40
年
代
は
、
応
援
団

の
応
援
を
受
け
て
い
た

硬
派
な
頃
に
比
べ
る
と

考
え
ら
れ
な
い
光
景
で
、

東
播
磨
支
部
役
員
一
同

デ
レ

デ
レ

で
し

た
。

チ
ア
ガ
ー
ル
と
応
援
団

東
播
磨
支
部
役
員
一
同

平
成
26

年
５
月
19

日

（
日
）
９
時
に
加
古
川

ウ
エ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
に

集
合
し
て
歴
史
ウ
ォ
ー

ク
を
開
催
し
ま
し
た
。

天
候

に
も

恵
ま
れ

、

「
黒
田
官
兵
衛
ゆ
か
り

の
地
を
訪
ね
て
」
を
テ
ー

マ
に
志
方
町
の
円
照
寺
、

城
山
散
策
を
楽
し
み
ま

し
た
。
初
参
加
の
井
上

さ
ん
（
38
回
卒
）
と
松

本
さ
ん
（
46
回
卒
）
を

迎
え
て
、
７
名
で
円
照

寺
を
訪
問
し
ま
し
た
。

住
職
よ
り
円
照
寺
の
歴

史
、
梵
鐘
な
ど
の
貴
重

な
お
話
を
お
伺
い
し
ま

し
た
。

円
照
寺
は
浄
土
真
宗
本

願
寺
（
西
本
願
寺
）
派

の
寺
院
で
、
寺
号
は
月

輪
山
円
照
寺
、
本
尊
は

立
像
阿
弥
陀
如
来
。
寺

院
の
開
基
は
喜
吉
元
年

（
１
４
４
１
年
）
、
弘

治
３
年
（
１
５
５
７
年
）

を
中
興
開
基
と
し
て
い

ま
す
。

（
続
き
は
裏
面
へ
）
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発行人

山本憲章

大
樟
会
東
播
磨
支
部
新
聞

関西六大学野球観戦応援！！
平
成
26

年
10

月
26

日

（
日
）
大
樟
会
東
播
磨

支
部
の
再
建
４
回
目
の

同
窓
会
を
開
催
し
ま
す
。

東
播
磨
支
部
の
会
員
の

皆
様
は
、
お
友
達
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
、
ふ

る
っ
て
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

場
所
：

東
京
田
村
加
古
川
店

（
加
古
川
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
４
階
）

下
の
画
像
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
懐
石
料
理
で
有

名
で
す
。

時
間
：

10
：
00
受
付
開
始

10
：
30
総
会

11
：
00
講
演

12
：
30
懇
親
会

東
播
磨
支
部
活
動
！

再
建
４
回
目
支
部
同
窓
会
開
催

平
成
26
年
4
月
19
日
（
土
）
、
関
西
六
大
学
野
球

「
神
院
大
VS
大
経
大
」
春
季
リ
ー
グ
を
観
戦
。
試
合

は

、

残

念

な

が

ら

、

０

対

４

で

敗

戦

。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
東

播
磨
支
部
の
会
員
の
方
々

に
役
に
立
つ
耳
よ
り
な

情
報
（
グ
ル
メ
・
観
光
・

買
い
物
な
ど
）
を
特
集

し
て
い
き
ま
す
。

第
２
号
は
、
東
播
磨
支

部
副
支
部
長
の
山
脇

（
45
回
卒
業
）
が
レ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

「
剣
豪
・
宮
本
武
蔵
の

生
涯
①
」
世
間
で
は
、

黒
田
官
兵
衛
ブ
ー
ム
に

沸
い
て
い
る
が
、
「
生

国
播
磨
の
武
士
」
と
し

て
忘
れ
て
な
ら
な
い
の

は
、
「
宮
本
武
蔵
」
で

あ
る
。
通
説
に
よ
る
と

天
正
10
（
１
５
８
２
）

年
、
本
能
寺
の
変
の
年

に
、
そ
の
直
前
に
織
田

方
秀
吉
軍
に
敗
れ
た
田

原
家
貞
の
次
男
と
し
て
、

播
磨
国
印
南
郡
米
堕
村

（
現
高
砂
市
米
田
町
米

田
）
に
生
ま
れ
た
。

（
続
き
は
裏
面
へ
）

東
播
磨
支
部
レ
ポ
ー
ト

第
２
号
は
、
「
観
光
レ
ポ
ー
ト
」
し
ま
す

歴
史
ウ
ォ
ー
ク
で
官
兵
衛
満
喫
！

東京田村入口付近

官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地



境
内
の
梵
鐘
は
、
秀
吉

が
中
国
平
定
の
戦
い
で

山
口
県
の
上
野
八
幡
宮

の
鐘
を
陣
鐘
と
し
て
使

い
、
帰
京
の
際
に
こ
の

地
に
置
い
て
い
っ
た
も

の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
梵
鐘
は
、

銘
を
持
つ
鐘
の
中
で
は
、

全
国
で
３
６
２
番
目
、

兵
庫
県
で
は
24
番
目
、

加
古
川
市
内
で
は
一
番

古
い
鐘
で
す
。
「
周
防

国
富
田
保

上
野
八
幡

宮

明
応
七
年
…
」
の

銘
が
刻
ま
れ
て
お
り
、

市
指
定
文
化
財
と
な
っ

て
い
ま
す
。

円
照
寺
は
「
花
の
寺
」

と
し
て
知
ら
れ
、
３
月

か
ら
11
月
に
か
け
て
ク

リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
、
ユ

キ
ヤ
ナ
ギ
、
椿
、
ラ
イ

ラ
ッ
ク
、
ア
ジ
サ
イ
、

ノ
ウ
ゼ
ン
カ
ズ
ラ
、
酔

芙
蓉
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
花
が
咲
き
乱
れ
ま
す
。

花
の
寺
の
円
照
寺
を
後

に
、
城
山
散
策
に
向
か

い
ま
し
た
。

城
山
は
志
方
町
の
東
の

端
に
位
置
し
、
中
世
の

城
跡
が
あ
り
ま
す
。
室

町
時
代
に
赤
松
一
族
築

き
、
約
１
７
０
年
間
続

い
た
東
播
磨
で
有
数
の

城
跡
で
す
。
登
山
道
は

整
備
さ
れ
、
頂
上
か
ら

は
北
に
七
ツ
池
、
東
に

権
現
ダ
ム
、
西
に
高
御

位
山
、
南
は
播
磨
灘
ま

で
見
渡
せ
る
絶
景
で
す
。

ま
た
城
山
公
園
に
は
約

２
０
０
本
の
桜
が
あ
り
、

春
に
は
花
見
が
楽
し
め

ま
す
。
駐
車
場
か
ら
山

頂
ま
で
約
30
分
で
登
れ

ま
す
が
、
午
後
か
ら
気

温
も
上
が
り
、
汗
だ
く

に
な
り
な
が
ら
登
り
ま

し
た
。
頂
上
で
は
、
涼

し
げ
な
そ
よ
風
の
中
で

記
念
写
真
を
撮
り
ま
し

た
。

天
候
を
心
配
し
て
い
ま

し
た
が
、
皆
さ
ん
の
日

頃
の
心
掛
け
が
良
い
の

か
、
晴
天
の
中
、
歴
史

ウ
ォ
ー
ク
が
開
催
で
き

ま
し
た
。

（
山
脇
（
45
回
卒
業
）

が
担
当
し
ま
し
た
）

こ
の
時
官
兵
衛
は
す

で
に
37
歳
で
あ
る
。

少
年
期
に
美
作
の
新

免
無
二
斎
の
養
子
に
な

り
、
二
刀
流
剣
術
を
学

ん
だ
。

慶
長
５
（
１
６
０
０
）

年
、
関
ヶ
原
の
戦
い
の

時
に
は
、
通
説
で
は
西

軍
の
宇
喜
多
勢
に
所
属

し
、
秀
家
の
指
揮
下
で

決
戦
に
参
加
し
た
と
あ

る
（
吉
川
英
治
書
）
が
、

九
州
で
東
軍
方
の
黒
田

如
水
（
官
兵
衛
）
の
下

で
戦
っ
た
と
い
う
説
も

あ
る
。
そ
の
後
、
21
歳

で
都
に
の
ぼ
り
、
諸
国

武
者
修
行
を
し
て
29
歳

ま
で
に
60
余
度
戦
っ
て

一
度
も
負
け
な
か
っ
た

の
は
、
誰
も
が
知
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

武
蔵
が
42
歳
の
時
に

実
兄
の
次
男
・
伊
織
を

養
子
に
と
っ
た
。
高
砂

生
ま
れ
の
伊
織
は
、
泊

神
社
（
加
古
川
町
木
村
）

の
分
社
「
米
田
天
神
社
」

を
再
建
し
、
平
安
時
代

の
三

十
六

歌
仙
扇

額

（
現
存
）
を
寄
進
し
た
。

泊
神
社
に
も
武
蔵
を
高

砂
出
身
と
し
た
「
棟
札
」

（
１
６
５
３
年
）
を
伊

織
が
建
て
て
い
る
。

ち
な
み
に
昨
年
は
宮

本
伊
織
生
誕
４
０
０
年

で
あ
っ
た
。

【
米
田
天
神
社
】

こ
こ
か
ら
順
を
追
っ

て
、
武
蔵
の
生
涯
の
決

闘
の
数
々
を
紹
介
し
ま

す
。ま

ず
初
め
て
の
決
闘

は
、
慶
長
元
（
１
５
９

６
）
年
13
歳
の
時
、
佐

用
川
沿
い
の
平
福
で
子

供
と
侮
り
戦
う
気
の
な

か
っ
た
新
当
流
・
有
馬

喜
兵
衛
を
有
無
を
言
わ

せ
ず
撲
殺
し
た
。
16
歳

で
但
馬
の
国
で
秋
山
某

【
宿
場
町
平
福
】

を
倒
し
、
17
歳
で
関
ヶ

原
の
戦
場
へ
。

４
年

後
の

慶
長

９

（
１
６
０
４
）
年
、
21

歳
。
京
で
高
名
を
轟
か

せ
て
い
た
吉
岡
一
門
と

対
決
。
場
所
は
五
条
橋

の
た
も
と
「
蓮
台
寺
野
」

一
面
ス
ス
キ
の
野
で
あ

る
。
清
十
郎
が
振
り
下

ろ
し
た
木
刀
を
か
わ
し
、

武
蔵
は
相
手
の
肩
を
め

が
け
て
木
刀
を
叩
き
つ

け
た
。
清
十
郎
の
肩
は

砕
け
、
腕
を
切
り
落
と

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ほ
ど
の
重
症
を
負
っ
た
。

そ
の
後
弟
の
伝
七
郎
を

倒
し
、
一
乗
寺
下
り
松

で
子
供
の
又
七
郎
を
一

刀
の
も
と
に
斬
り
つ
け

混
乱
し
た
門
弟
数
十
人

に
「
二
刀
流
」
で
立
ち

向
か
い
吉
岡
一
門
を
蹴

散
ら
し
た
。
武
蔵
21
歳
、

生
涯
で
最
も
悪
戦
苦
闘

を
強
い
ら
れ
た
果
し
合

い
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ

【
一
乗
寺
下
り
松
】

て
い
る
。

同
年
、
大
和
国
の
宝

蔵
院
槍
術
・
奥
蔵
院
と

戦
い
勝
利
し
た
後
、
武

蔵
は
柳
生
街
道
を
通
り
、

柳
生
新
陰
流
・
石
舟
斎

宗
巌
と
手
を
合
わ
せ
る

た
め
柳
生
の
里
に
向
か
っ

た
。
だ
が
こ
の
時
石
舟

斎
は
す
で
に
七
十
六
歳

の
老
人
で
あ
っ
た
た
め
、

立
ち
会
い
を
あ
き
ら
め

伊
賀
上
野
を
目
指
し
て

歩
い
た
。

【
柳
生
の
里
】

上
野
城
下
に
入
っ
た
時
、

行
き
交
う
旅
人
を
待
ち

受
け
身
ぐ
る
み
を
剥
ぐ

と
い
う
悪
い
噂
を
聞
い

た
。
（
次
号
に
続
く
）
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城
山
は
桜
の
名
所

「
東
播
磨
支
部
レ
ポ
ー
ト
」
続
き

円
照
寺
は
花
の
寺


